
元素戦略研究会 
 
１．はじめに   

 触媒はバルクケミカルズからファインケミカルズまでの広範．発電所の排気浄化に代表さ

れる環境保全のためには不可欠であり，現代社会を下支えしている技術と言って過言ではな

い．触媒の活性成分として白金，ロジウム，パラジウムなどの貴金属が多く使用されており，

希少元素の存在なくしては触媒化学の発展は有り得なかった．我が国は希少元素のほとんど

を輸入に頼っており，これまで希少元素の省資源化に関する研究は多く行われてきた．一方

で貴金属をクラーク数上位の鉄や銅などの汎用元素で置き換えようとする代替技術は立ち遅

れているのが現状である．今後，地球上の限られた資源を有効に利用し，持続的社会を構築

するためには，多量に存在する汎用元素の利用による触媒の高性能化，いわゆる触媒の元素

戦略研究の進展が求められている．希少元素の省資源化および代替化に関する研究は，これ

までにも触媒討論会において多く発表されているが，元素戦略研究という一本のジャンルは

なかった．近年，触媒以外の分野においても元素戦略研究の重要性が認識され，多くの学会

で元素戦略研究の機運がすでに高まっており，各種部会やセッションなどが作られている．

本研究会は，このような状況の下，触媒に使用されている貴金属・レアアースなどの希少元

素を汎用元素に置き換える元素戦略研究に興味を持つ会員相互の情報交換の場を提供するこ

とを目的として設立され，活動を行っている。 
 

２．今年度の活動内容と展望（敬称略） 
今年度は，第117回触媒討論会A（岩手大学）へのセッション参加を行った。口頭発表は高

谷 光（東京大学）の依頼講演，ならびに一般講演 20件，ポスター発表は6件であった。毎

年，発表件数は漸増している。また，第118回触媒討論会ポスターセッションにも参加するこ

とになっており，現在10件のポスター発表が予定されている。 
 本研究会主催の講演者6名（多湖輝興（東京工業大学），榊 茂好（京都大学），満留敬人

（大阪大学），久保田純（福岡大学），岩知道均一（三菱自動車（株）），近藤 寛（慶応

大学））による「第四回 元素戦略に基づいた触媒設計シンポジウム」が2016年12月4日首都

大学東京 秋葉原サテライトキャンパスにおいて開催され，50名の参加があった。 

 本研究会はその性格上対象とする分野が広いため，適宜他研究会との連携を図ってゆきた

い。 
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